
腸管出血性大腸菌
（O157 など）感染症に要注意！

　O157 に代表される腸管出血性大腸菌は、腹痛や血便などの症状を起こすだけでな

く、乳幼児や高齢者では、貧血や尿毒症を併発して、命にかかわることもあります。

　この菌は、牛などの家畜の腸管にいることがあり、そのふん便がさまざまな経路

を経て食品や水などを汚染し、感染の原因になると考えられています。

　次のことに気を付けて、暑い夏を乗り切りましょう。

健康ライフ
健康づくり推進課問
☎０８６９-２６-５９６１-　　-

●調理前、食事前、用便後、

　動物を触った後などは、

　手をよく洗いましょう。

●台所は清潔に保ち、まな板、ふきんなどの

　調理器具は、十分に洗浄消毒しましょう。

●生鮮食品や調理後の食品を保存するときは、

　冷蔵庫（10℃以下）で保管し、早めに食べ

　ましょう。

●食肉など加熱して食べる食品は、中心部ま

　で火を通しましょう。また、焼き肉などの

　際は、生肉を扱う箸と食べる箸を別々に分

　けましょう。

●乳幼児や高齢者など、抵抗力の弱い人は、

　生肉を食べないようにしましょう。

●主な初期症状は、腹痛、下痢などで、さらに進むと

　水様性血便になります。

予防方法 気になる症状があるときは
早めに医師の診断を受けましょう

●患者の便に触れた場合は、手をよく消毒しましょう。

●患者が入浴する場合は、シャワーのみにするか、最

　後に入浴するようにしましょう。

●患児が家庭用ビニールプールで水浴びをする場合、　

　他の幼児とは一緒に入らないようにしましょう。

※患者が衛生に配慮すれば、二次感染は防止できるの

　で、外出の制限などは必要ありません。

患者からの二次感染に気を付けましょう

●台所は清潔に保ち、まな板、ふきんなどの
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　　知っ得！せとうち便　　
　
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る

人
は
、
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
必
要
な
人
に
は
、
５

月
末
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

  

児
童
手
当
の
現
況
届
の

  

提
出
は
７
月
１
日
ま
で
に

所得制限限度額未満

３歳未満 15,000 円

３歳以上
小学校修
了前まで

第１子 10,000 円

第２子 10,000 円

第３子以降 15,000 円

中学生 10,000 円

所得制限限度額以上（特例給付）

一律 5,000 円

手当月額
扶養親族
の人数 所得額 収入額の目安

０人 622 万円 833.3 万円

１人 660 万円 875.6 万円

２人 698 万円 917.8 万円

３人 736 万円 960 万円

４人 774 万円 1,002.1 万円

５人 812 万円 1,042.1 万円

所得制限限度額

　家庭などの生活の安定に寄与する
こと、次代の社会を担う児童の健や
かな成長に資することを目的とし
て、児童を養育する人に支給してい
るものです。

ねん きん のお はな し♪

　将来受け取る老齢基礎年金を増やしたい人のため
に、付加年金の制度があります。
　制度を利用できるのは、国民年金第１号被保険者ま
たは任意加入者です。申請月から国民年金の定額保険
料（本年度：16,410 円）に「付加保険料（月額 400 円）」
を上乗せして納付します。加入・辞退はいつでもでき
ます。
　付加保険料を納付すると、老齢基礎年金に付加年金
が上乗せされます。付加年金の年金額は、200 円×付
加保険料納付月数です。老齢基礎年金の受給開始から
２年間で、納付した付加保険料相当分の年金を受け取
ることができます。
　老齢基礎年金を繰り上げ受給、または繰り下げ受給
した場合、付加年金も同様に繰り上げ・繰り下げられ、

老齢基礎年金の減額率・増額率に応じて減額・増額さ
れます。
※農業者年金の加入者は、付加保険料を納めなければ
　なりません。
※国民年金基金の加入者は、付加保険料を納めること
　ができません。
　制度の利用を希望する人は、市民課、各支所、出張
所の窓口または年金事務所で手続きをしてください。

▽手続きに必要なもの
　マイナンバーが分かる書類（通知カードなど）、本
人確認書類（運転免許証など）、印鑑（認印で可）
　市民課　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０ - ７９２５

（自動音声案内２番）　

国民年金の 付加年金制度 をご存じですか

児童手当とは

問

知っ得！
せとうち便

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
用
紙
に
同
封
し
て
あ
る

案
内
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
場
合
は
、
職
場
で
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限　
７
月
１
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
同
封
の
返
信

　
用
封
筒
に
切
手
を
貼
っ
て
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
課
に
書
類
が
到
着

　
し
た
日
が
提
出
日
と
な
り
ま
す
。

※
記
入
漏
れ
や
添
付
書
類
不
足
な

　
ど
が
あ
る
場
合
は
、
再
度
提
出

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
（
15

歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
）
を
養

育
し
て
い
る
人

※
父
母
の
場
合
、
生
計
を
維
持
す

　
る
程
度
の
高
い
人

▽
手
当
月
額
、
所
得
制
限
限
度
額

　
右
表
の
と
お
り

▽
支
払
期
月　
毎
年
２
月
、６
月
、

　
10
月（
各
前
月
ま
で
の
分
を
支
払
）

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

問
届

問

相  

談

胃がん検診（胃内視鏡検査）・子宮頸がん検診・乳がん検診の
個別検診が始まります

　６月から、胃がん検診（胃内視鏡検査）、子宮頸がん検診、
乳がん検診（視触診・マンモグラフィ併用）を医療機関で
個別に受けることができます。都合のよいときに検診を受
けたい人は、個別検診を利用しましょう。
【子宮頸がん検診、乳がん検診】（実施期間：６～ 12 月）

▽対象者　（子宮頸がん検診）20 歳以上の女性
　　　　　（乳がん検診）40 歳以上の女性

▽検診費用
（子宮頸がん検診）20 ～ 74 歳：2,160 円、75 歳以上：無料
（乳がん検診）40 ～ 74 歳：2,000 円、75 歳以上：無料

▽持参するもの　受診券、健康手帳、検診費用
▽実施医療機関　岡山市内の医療機関（具体的な医療機関

　名などは、次の方法で確認してください）
　・本紙７月号折り込みのチラシで確認
　・６月以降、市ホームページで確認するか、ゆめトピア長
　船、市民課、牛窓支所、裳掛出張所で「実施医療機関一
　覧表」を受け取って確認（代理の人でも受け取り可能）
※子宮頸がんおよび乳がん個別検診は、瀬戸内市民病院で
　も実施しています（令和２年３月まで、要予約）。

【胃がん検診（胃内視鏡検査）】（実施期間：６月～令和２年１月）

▽対象者　50 歳以上の人で、前年度
　市の胃がん検診を受けていない人
　（胃がん検診は２年に１回）

▽持参するもの　受診券、健康手帳、
　検診費用（50 ～ 74 歳：4,700 円、75 歳以上：無料）

▽実施医療機関（事前に電話予約をして受診してください）
　・瀬戸内市民病院（邑久町山田庄 845 -1）☎ 0869-22-1234
　・内田医院（邑久町尾張 39 -12）☎ 0869-22-5010

▽注意事項
　・検診車での集団検診と重複して受けることはできません。
　・問診票は、検診当日に医療機関で配布されます。集団検
　診用の問診票は使用できません。
　・健康手帳を持っていない場合は、ゆめトピア長船、市民
　課、牛窓支所、裳掛出張所で必ず事前に交付を受けてく
　ださい。
　・年齢は、令和２年４月１日時点の年齢です。
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６１問
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問

　
心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
保
険
診
療

に
か
か
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負
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ら
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担
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を
引
い
た
額
を
公
費
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あ
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要
件
に
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と
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人
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請
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手
続
き
を

行
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者
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担
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３
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持
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Ｂ
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り
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。
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・
平
成
30
年
分
の
所
得
が
分
か
る

　
も
の
（
源
泉
徴
収
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２
日
以
降
に
瀬

　
戸
内
市
に
転
入
し
た
人
は
、
前

　
住
所
地
発
行
の
平
成
30
年
分
所

　
得
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

②
ひ
と
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医
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負
担
制
度

▽
対
象
者

　

・
18
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未
満
の
児
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育
し
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い
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配
偶
者
の
い
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高
等
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に
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中
の
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合
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20
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に
達
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す
る
年
度
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日
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対
象
と
な
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す
）

　

・
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母
の
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な
い
児
童

・
父
母
の
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い
児
童
を
養
育
し

　
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
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※
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得
税
非
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の
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象
で

　
す
。
な
お
、
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成
23
年
分
所
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か
ら
、
16
歳
未
満
の
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扶
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控
除
と
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

問 申

  
医
療
費
受
給
資
格
の

  
申
請
と
更
新
手
続
き

　

市
で
発
行
し
て
い
る
次
の
医
療

費
受
給
資
格
証
は
、
旧
元
号
（
平

成
）表
記
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

・
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
資
格
証

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
証

・
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証

　解雇や倒産などの非自発的な離職により国民健康保険に加入した人
の保険税が軽減される場合があります。
　なお、軽減を受けるには申請が必要です。次の要件に該当すると思
われる人は、申請の手続きを行ってください。

▽ 対象者　離職時に 65 歳未満で、雇用保険受給資格者証の離職理由
　コードが次に該当する人
　・雇用保険の特定受給資格者（11、12、21、22、31、32）
　・雇用保険の特定理由離職者（23、33、34）

▽ 軽減額　保険税は前年の所得などにより算定されますが、前年の給
　与所得を 100 分の 30 として計算します。

▽ 軽減期間　離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌
　年度末まで（例：平成 30 年 10 月 31 日に離職の場合、平成 30 年
　11 月１日から令和２年３月 31 日まで）

▽ 必要書類　雇用保険受給資格者証、国民健康保険被保険者証、印鑑
　市民課、牛窓支所、長船支所、裳掛出張所
　市民課　☎０８６９ - ２２ - １７９０

離職者の国保税軽減制度

問

申

　ハンセン病は、「らい菌」という極めて病原性の弱い細菌による
感染症です。感染しても、発病することは極めてまれです。また、
発病しても適切な治療で障害を残すことなく治ります。
　しかし、ハンセン病患者を強制的に療養所に入所させるという国
の誤った隔離政策のために、長い間ハンセン病は恐ろしい病気と誤
解され、患者とその家族は、偏見や差別を受けてきました。
　市内には、長島愛生園と邑久光明園の２つの国立療養所がありま
す。入所している人は、ハンセン病は治癒していますが、既に高齢
である、後遺症としての障害がある、いまだに社会に偏見や差別が
根強く残っているなどの理由で、療養所を出て地域で
生活することが難しい状況にあります。
　この日を機会に私たち一人一人が、ハンセン病
問題について正しく理解し、これまで長く続いて
きた偏見や差別をなくしていきましょう。
　市民課人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２

６月 22 日は
「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の日」

問

　男女が性別に関係なく、それぞれ
の個性や能力を発揮し、互いに人権
を尊重し、喜びも責任も共に分かち
合う男女共同参画社会を実現し、豊
かで活力あふれる未来を築いていき
ましょう。
　市民課人権啓発室
☎０８６９ - ２２ - ３９２２
問

６月 23 ～ 29 日は
男女共同参画週間

　総務省統計局・岡山県・瀬戸内
市では、「経済センサス - 基礎調査」
を実施します。
　この調査は、調査員が全国すべて
の事業所の活動状態を実地に確認
し、新たに把握した事業所など一部
の事業所には調査票を配布します。
　岡山県知事が任命
した調査員が訪問し
ます。調査へのご理
解とご協力をお願い
します。
　企画振興課
☎０８６９ - ２２ - １０３１

日本の未来のために
経済センサス－基礎調査

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　
事
業
の
提
供
に
よ
り
、
自
立
が

阻
害
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は

対
象
外
で
す
。
訪
問
調
査
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
に
記
載
し
た
以
外

に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
高
齢
者
等

　

見
守
体
制
整
備
事
業

　
高
齢
者
が
自
宅
で
事
故
や
病
気

で
動
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
発
見

が
遅
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
緊
急

通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

　
月
額
５
５
０
円
の
自
己
負
担
が

必
要
で
す
。

▽
対
象
者　
病
弱
な
高
齢
者
の
み

　
の
世
帯
の
人
な
ど

②
配
食
に
よ
る

　

高
齢
者
等
見
守
事
業

　
健
康
状
態
の
把
握
、
孤
独
感
の

解
消
、
安
否
の
確
認
の
た
め
、
食

事
の
配
達
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
、１
日
１
食
）
を
行
い
ま
す
。

　
１
食
当
た
り
４
０
０
円
（
治
療

食
は
６
３
５
円
）
の
自
己
負
担
が

必
要
で
す
。

▽
対
象
者　
調
理
が
困
難
な
高
齢

　
者
の
み
の
世
帯
の
人
な
ど

③
家
族
介
護
用
品

　

支
給
事
業

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
介
護
用

品
（
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ト
、

使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭
き
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
の
購

入
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象
者　
要
介
護
４
ま
た
は
５

　
と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
在
宅

　
で
介
護
し
て
い
る
同
居
の
家
族

　
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
る
）

④
軽
度
生
活
援
助
事
業

　
在
宅
生
活
を
行
っ
て
い
る
高
齢

者
の
み
の
世
帯
（
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
限
る
）
に
対
し
て
、
食
材

の
買
い
物
支
援
（
自
立
支
援
サ
ー

ビ
ス
）
や
、
庭
木
の
剪せ

ん
て
い定
な
ど
、

家
周
り
の
軽
微
な
手
入
れ
支
援

（
生
活
環
境
サ
ー
ビ
ス
）
を
行
い

ま
す
。

　
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者　
次
の
と
お
り
（
サ
ー

　
ビ
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

（
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
）

　
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障

が
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人

（
生
活
環
境
サ
ー
ビ
ス
）

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
や
、
身
体
的
・
精
神
的
な
疾
患

を
理
由
に
、
自
分
で
庭
木
な
ど
の

剪
定
が
で
き
な
い
人

　

い
き
い
き
長
寿
課
、
市
民
課
、

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

　

い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

申問

問

  

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
の

  

サ
ー
ビ
ス



　
け
、
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍

　
未
満
ま
た
は
同
程
度
と
み
な
さ

　
れ
る
人

③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

　
な
ど
の
同
居
者
で
、
風
し
ん
ウ

　
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗

　
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍
未
満
ま

　
た
は
同
程
度
と
み
な
さ
れ
る
人

　
（
た
だ
し
、
妊
娠
し
て
い
る
女

　
性
の
風
し
ん
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法

　
で
32
倍
未
満
ま
た
は
同
程
度
と

　
み
な
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

　
　
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　

現
在
お
持
ち
の
「
特
定
医
療

費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
」
の

有
効
期
間
が
９
月
30
日
ま
で
の
人

で
、
有
効
期
限
以
降
も
引
き
続
き

治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
保
健
所

で
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
手
続
期
間　
６
月
３
日
（
月
）

　
～
７
月
31
日
（
水
）

　

岡
山
県
備
前
保
健
所

☎
０
８
６-
２
７
２-

３
９
３
４

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
で
は
、
毎

月
２
回
定
例
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
普
及
週
間
」（
６
月
１
～
７
日
）

に
合
わ
せ
て
、
臨
時
夜
間
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
匿
名
、
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
内
容

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
即
日
検
査
・
通

常
検
査
）、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、

梅
毒
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

【
夜
間
検
査
】

▽
日
時　
６
月
14
日
（
金
）

　
午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

【
定
例
検
査
】

▽
日
時　
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　

岡
山
県
備
前
保
健
所

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ
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本
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で

の
間
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
を
対
象
に
、風
し
ん
抗
体
検
査・

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種
を

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

【
昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
】

　
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
実
施

医
療
機
関
へ
持
参
し
、
抗
体
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
Ｍ

Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
の
定
期
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
実
施
医
療

　
機
関
で
あ
れ
ば
、
市
内
に
限
ら

　
ず
、
ど
こ
の
医
療
機
関
で
も
受

　
診
可
能
で
す
。

※
勤
務
先
で
の
健
診
や
人
間
ド
ッ

　
ク
、
特
定
健
康
診
査
な
ど
と
同

　
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
勤
務
先
の
健

　
診
担
当
部
署
や
受
診
す
る
医
療

　
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
】

　
来
年
度
以
降
に
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　
本
年
度
中
に
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
を
受
け
た
い
人
は
、
健
康
づ

く
り
推
進
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し

ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

岡
山
県
風
し
ん
無
料
抗
体
検
査
を

受
け
て
抗
体
価
が
低
い
と
認
め
ら

れ
た
人
が
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

地域児童遊園地遊具
整備事業補助金

相  

談

  
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・

  
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

６月２～８日は危険物安全週間

「無事故への　構え一分の　隙も無く」
★危険物を再度確認！
　ガソリン、灯油などの石油類をはじめとする危険物は、
事業所などで幅広く利用されるとともに、日常生活に欠か
すことのできないものとなっています。
　これらの危険物は、暮らしを豊かにする一方で、その取
扱方法を誤ると火災などの災害を誘発する危険性を持って
います。
　ご家庭にも天ぷら油や灯油、マニキュアの除光液など、
身近なところに危険物はたくさんあります。
正しい使用方法で、思わぬ事故がない
ように心掛けましょう。
　消防本部予防課
☎０８６９ - ２２ - １４９３

  

エ
イ
ズ
な
ど
の

  

臨
時
夜
間
検
査
を
実
施

問

問
予

  

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

  

受
給
者
証
の
更
新

受
け
た
際
に
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
31
年
４
月
以
降
、
助
成
の
対
象

者
を
拡
大
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
健

康
づ
く
り
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
瀬
戸

内
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
予

防
接
種
費
用
の
支
払
い
が
完
了
し

て
い
る
人
で
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
で

　
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を

　
受
け
、
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法
で
32

　
倍
未
満
ま
た
は
同
程
度
と
み
な

　
さ
れ
る
人

②
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
の

　
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
で
、
風

　
し
ん
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
を
受

  

妊
娠
希
望
者
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用

   

助
成
対
象
者
を
拡
大

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
郵
送

　

し
ま
す

　
要
支
援
、
要
介
護
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
と
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、
自

身
の
負
担
割
合
（
１
～
３
割
）
を

記
載
し
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合

証
」
を
７
月
上
旬
ご
ろ
に
発
送
予

定
で
す
。
な
お
、
更
新
の
手
続
き

は
不
要
で
す
。

※
有
効
期
限
は
、
８
月
１
日
か
ら

　
翌
年
度
の
７
月
31
日
ま
で
で
す

　
（
毎
年
度
発
行
）。　
　
　
　
　

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

　

の
更
新
時
期
で
す

　
施
設
を
利
用
し
て
い
る
人
の
食

費
・
居
住
費
補
助
が
受
け
ら
れ
る

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

更
新
時
期
は
６
月
上
旬
か
ら
７
月

末
ま
で
で
す
。

　
現
在
こ
の
証
を
お
持
ち
の
人
に

は
、「
更
新
の
お
知
ら
せ
」
を
６

月
上
旬
か
ら
中
旬
ご
ろ
に
か
け
て

発
送
し
ま
す
。

▽
認
定
要
件

①
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
人

　
（
別
世
帯
の
配
偶
者
を
含
む
）

　
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

②
預
貯
金
な
ど
の
資
産
が
単
身
で

　
１
、０
０
０
万
円
以
下（
配
偶
者

　
が
い
る
場
合
は
合
計
２
、０
０
０

　
万
円
以
下
）
で
あ
る
こ
と

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
、
通
帳
（
配
偶
者
が
い

る
場
合
は
配
偶
者
も
）、
印
鑑

　
い
き
い
き
長
寿
課
、
市
民
課
、

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

　

い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
２
６

　

近
年
、
ホ
テ
ル
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
病
院
な
ど
の
建
物
に
お

い
て
、
多
く
の
死
傷
者
を
伴
う
火

災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
安
全
性
を
知
っ
た
上
で

安
心
し
て
建
物
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
重
大
な
消
防
法

  

介
護
保
険
の
更
新
手
続
き

  

消
防
法
令
違
反
対
象
物
の

  

公
表
制
度
が
始
ま
り
ま
す

令
違
反
の
あ
る
建
物
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
「
消
防
法
令

違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す
。

　
立
入
検
査
な
ど
で
違
反
の
結
果

を
通
知
し
た
日
か
ら
14
日
を
経
過

し
て
も
違
反
が
改
善
さ
れ
な
い
場

合
、
改
善
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

▽
制
度
開
始
日

　

令
和
２
年
４
月
１
日

▽
対
象
と
な
る
違
反
内
容

　

屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
、
自
動
火
災
報
知
設

備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の

▽
対
象
と
な
る
建
物

　

・
飲
食
店
、
店
舗
、
ホ
テ
ル
な
ど

　
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る

　
建
物

　

・
病
院
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
、

　
一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し

　
い
人
が
利
用
す
る
建
物

▽
公
表
す
る
内
容

　

・
違
反
が
認
め
ら
れ
た
防
火
対
象

　
物
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　

・
違
反
の
内
容

　

・
そ
の
他
、
消
防
長
が
必
要
と
認

　
め
る
事
項

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

問

　市では、自治会で管理している児童遊園
地の遊具などの修理や新設、点検費用の一
部を助成します。
　詳しくは、お問い合わせください。

▽ 補助金額
　対象経費の２分の１以内（上限７万円、
　点検は上限１万円）

▽ 提出書類
　申請書、見積書、整備前の状況を示す写真
※交付決定後の着工となりますので、ご注
　意ください。着工後の申請は対象外とな
　りますので、必ず事前に申請をしてくだ
　さい。
　　子育て支援課
☎０８６９ - ２６ - ５９４６
問申

問 申

問

問
申

問
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令
和
２
年
瀬
戸
内
市
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
新
成
人
に
は
、
６

月
中
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま

す
。
対
象
の
人
で
案
内
が
届
か
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
～

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　
平
成
11
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
の

　
期
間
に
生
ま
れ
、
令
和
元
年
５

　
月
１
日
時
点
で
瀬
戸
内
市
に
住

　
民
票
が
あ
る
人

※
住
民
票
が
市
外
に
あ
る
人
で
も

　
対
象
期
間
に
生
ま
れ
、
市
内
ま

　
た
は
市
外
の
中
学
校
卒
業
時
に

　
瀬
戸
内
市
に
住
民
票
が
あ
っ
た

　
人
は
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
実
行
委
員
募
集
】

　
成
人
式
を
企
画
、
運
営
す
る
新

成
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
手
で
心
に
残
る
成
人
式
を

作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
募
集
内
容
は
案
内
は
が
き
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

社
会
教
育
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

　

本
年
も
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
開
館
期
間
・
時
間

　
７
月
２
日（
火
）～
８
月
31
日（
土
）

①
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
～
８
時

②
長
船
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

・
７
月
２
日
（
火
）
～
18
日
（
木
）

　
午
後
５
～
８
時

　・
７
月
23
日
（
火
）
～
31
日
（
水
）

　
午
後
１
～
８
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
右
記
以

　
外
の
期
間
中
の
開
館
時
間
は
、

　　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
～

　
８
時

▽
休
館
日

　

・
月
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

・
祝
日
の
翌
日

※
休
館
日
の
翌
日
は
水
質
管
理
の

　
た
め
午
後
の
み
開
館
し
ま
す
。

▽
使
用
料
（
１
人
１
回
当
た
り
）

　

・
市
内
高
校
生
以
下
１
０
０
円

　

・
市
内
一
般
２
０
０
円

　

・
市
外
４
０
０
円

【
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
】

　
受
付
（
時
給
８
１
０
円
）、
監

視
（
時
給
９
１
０
円
）
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

問
申

介護予防リーダー養成研修
～あなたの力を地域で活かしてみませんか～

  
令
和
２
年
成
人
式
は

  
１
月
12
日
に
開
催
し
ま
す

平成 31 年成人式

  

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

  

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

　市では、高齢になっても、元気で安心して暮らせ
る地域づくりを目指しています。
　このたび、介護予防の基礎知識や運動などの実技
を学び、地域の元気づくりのお手伝いをしてくれる
介護予防リーダーの養成研修を開催します。
　お住まいの地域などで「集える場」を作ってみま
せんか。参加を希望する人は、電話でお申し込みく
ださい。

▽ 日時　６月 20 日、27 日、７月４日、11 日、18 日、
　25 日、８月１日、８日（いずれも木曜日、全８回）
　午前９時 30 分～午前 11 時 30 分

▽ 場所　瀬戸内市総合福祉センター
　（瀬戸内市民病院の南隣）

▽ 対象（全８回参加できる人）
①地域で介護予防などに関する自主活動を行ってみ
　たい人
②介護予防活動などボランティア活動に興味のある人
※特に資格は必要ありませんが、受講後に自主グ
　ループを立ち上げる気持ちがある人

▽ 内容
　イスでできるストレッチ体操、筋力トレーニング、
レクリエーションなどの伝達と指導実践講習

▽ 定員　30 人（先着順、定員になり次第締切）

▽ 参加費　無料

▽ 申込期限　６月 14 日（金）
　　いきいき長寿課　☎０８６９ - ２６ - ５９４８問申

　

・
３
次
試
験　
９
月
22
日
（
日
）

※
場
所
・
時
間
は
、
２
次
試
験
合

　
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
保
健
師
】

　

・
１
次
試
験　
７
月
28
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

・
２
次
試
験　
９
月
１
日
（
日
）

※
場
所
・
時
間
は
、
１
次
試
験
合

　
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
受
験
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
職
種

【
一
般
事
務
職
】

①
大
学
卒
業
者

②
短
期
大
学
卒
業
者

※
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

　
み
の
人
を
含
む
）
は
、
別
日
程

　
で
採
用
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。

【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】

③
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業
し
、

　
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教

　
諭
免
許
を
有
す
る
人
で
保
育
士

　
登
録
済
み
の
人

※
幼
稚
園
教
諭
免
許
更
新
未
了
者

　
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

　
に
更
新
（
見
込
み
含
む
）
で
き

　
て
い
る
こ
と

【
保
健
師
】

④
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

※
①
②
③
④
と
も
令
和
２
年
３
月

　
31
日
ま
で
に
卒
業
、資
格
取
得
、

　
登
録
見
込
み
の
人
を
含
み
ま
す
。

▽
受
付
期
間

　
６
月
３
日
（
月
）
～
26
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
26
日

　
（
水
）
必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類　

市
指
定
の
願
書
、

　
履
歴
書
、
受
験
票
お
よ
び
エ
ン

　
ト
リ
ー
シ
ー
ト

※
受
験
案
内
と
市
指
定
様
式
は
、

　
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

　
所
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

　
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
受
験
案
内
な
ど
を
郵
送
で
請
求

　
す
る
場
合
、
封
筒
の
表
に
「
市

　
役
所
採
用
試
験
受
験
願
書
請
求

　
●
●
希
望
」
と
朱
書
き
し
、
宛

　
名
を
明
記
し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

　
返
送
用
封
筒
（
１
２
０
円
切
手

　
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
、
総
務

　
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
●
●

　
は
「
一
般
事
務
職
」、「
保
育
士・

　
幼
稚
園
教
諭
」
ま
た
は
「
保
健

　
師
」）。

　
　
　

総
務
課

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

募　
　

集

▽
年
齢
要
件

　
①
②
③
④
と
も
昭
和
35
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

▽
採
用
予
定
人
数

　

・
一
般
事
務
職　
５
人
程
度

　

・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

　
若
干
名

　

・
保
健
師　

若
干
名

▽
採
用
年
月
日

　
令
和
２
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
・
場
所

【
一
般
事
務
職
、保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】

　

・
１
次
試
験　
７
月
28
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

・
２
次
試
験　
８
月
25
日
（
日
）

※
場
所
・
時
間
は
、
１
次
試
験
合

　
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

問
申
資

　瀬戸内市の消防団員は、地域の安心・安全を守
る中核的な担い手であり、なくてはならない存在
です。
　また、地域の住民の生命、身体、財産を災害か
ら守るという使命感のもと、日夜を問わず、献身
的に任務の遂行にあたっており、男女を問わず若
い力を求めています。

▽ 入団条件　市内に在住または在勤の人で、18
　歳以上 50 歳未満の人

▽ 入団時期　通年

▽ 消防団の主な待遇　年額報酬（数万円程度）や
　災害活動または訓練に出動した際の出動手当な
　どが支給されます。また、次のような待遇もあ
　ります。

　・公務災害補償　活動中に負傷した場合の補償制
　度があります。
　・被服の貸与　活動に必要な被服が貸与されます。
　・退職報償金　一定期間以上勤務して退団した場
　合には、退職報償金が支給されます。
　・表彰制度　職務にあたって功労、功績があった
　場合には、表彰されます。
　・消防団員等福祉共済　公務および
　公務外の入院給付金（７日以上）
　があります。
　　消防本部総務課
〒７０１- ４２１４
瀬戸内市邑久町本庄１７９５
☎０８６９- ２２- １３３４

女性・男性消防団員を募集します！

問応
  

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

問
応



　
て
く
だ
さ
い
。

　
様
式
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

  

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

６
月
３
日
（
月
）

　
～
28
日
（
金
）

※
市
役
所
開
庁
日
の
午
前
８
時
30

　
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　
　
瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
４
８

　

瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

協
議
会
、
瀬
戸
内
市
、
備
前
県
民

局
の
共
催
で
「
環
境
フ
ェ
ス
タ
in

せ
と
う
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
環
境
」
と
「
食
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
エ

コ
工
作
、Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）
で
走
る
カ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
、
か
る
た
な
ど
、
大
人
も
子

ど
も
も
環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学

べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、資
源
ご
み
回
収
も
行
い
ま
す
。

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ
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卯の花入りママカリ鮨

◆作り方
①ママカリは、ウロコ、背びれ、内臓を
　取り、腹開きにし、指で骨を取り除き、塩を振り　
　２時間ほど置いて身を締める。
②Ａの合わせ酢に①を一晩漬ける。
③ご飯を控えめの水で炊く。
④卯の花は、レンジで約 30 秒温める。
⑤炊き上がったご飯に卯の花、ごま、合わせ酢Ａを
　回し入れ酢飯をつくる。
⑥⑤を握りずしのように握り、上に②をのせて握る。
⑦しょうがを添える。

問

●ママカリ（20 尾）
●塩（小さじ１）
●酢（1/2 カップ）
●砂糖（大さじ 1/2）
●米（1.5 合）
●卯の花（80g）

　　　　　　　 かぼちゃの会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６１

◆材料（４人分）

●ごま（適宜）
●紅しょうが（適宜）
＜合わせ酢＞
●酢（1/4 カップ）
●砂糖（50g）
●塩（小さじ１）

Ａ

▽
日
時　

６
月
２
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

無
料
（
一
部
有
料
）

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
－

岡
山
の
法
人
・
企
業

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に

－　

　
　
　
　
　

美
術
巨
匠
逸
品
展

　
岡
山
県
で
は
、
戦
後
早
く
に
日

展
が
誘
致
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
事

業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
県
内
の
法

人
、
企
業
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
き

た
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
広
く
公
開

さ
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
逸
品
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　
明
治
以
降
の
日
本
画
、
洋
画
か

ら
、
各
時
代
を
象
徴
す
る
作
家
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
４
月
20
日
（
土
）

　
～
６
月
16
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
６
月
３

　
日
（
月
）、
10
日
（
月
）

▽
観
覧
料　
一
般
６
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

－

郷
土
が
生
ん
だ

　
　
　
　

偉
大
な
芸
術
家

－

　
　
　
　
　
　
　

東
原
方
僊
展

　
市
で
は
、
長
い
歴
史
が
育
ん
だ

文
化
的
土
壌
を
背
景
と
し
て
、
多

く
の
芸
術
家
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
１
８
８
６

年
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
出
身
の

日
本
画
家
・
東
原
方
僊
を
紹
介
し

ま
す
。

催
し
物

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

池田遙邨「烏城図」1966 年
天満屋所蔵

　

東
原
方
僊
は
、
京
都
画
壇
の
巨

匠
・
竹
内
栖せ

い
ほ
う
鳳
に
師
事
し
、
明
治

か
ら
昭
和
に
か
け
て
主
に
文
展
、

帝
展
、
新
文
展
、
日
展
な
ど
で
活

躍
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
約
40
点
の
作
品
を

展
示
し
、そ
の
業
績
を
顕
彰
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
６
月
22
日
（
土
）

　
～
７
月
15
日
（
月
・
祝
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
６
月
24

　
日
（
月
）、
７
月
１
日
（
月
）、

　
８
日
（
月
）

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
以
下
、
展
覧
会
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
内
で
作
品
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
作
品
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説

し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
、
美
術

　
巨
匠
逸
品
展
の
み

▽
日
時　
毎
週
日
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問

マリー・ローランサン
「ギターを弾く娘」トマト銀行所蔵

　
瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会
は
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
欠
員

補
充
の
た
め
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▽
業
務
内
容　

担
当
地
区
内
で
、

　
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積・

　
集
約
活
動
、
耕
作
放
棄
地
の
発

　
生
防
止
・
解
消
な
ど
に
向
け
た

　
農
地
利
用
状
況
調
査
・
意
向
調

　
査
な
ど
の
現
場
活
動

▽
担
当
区
域　

邑
久
町
福
田
地
区

　
（
豆
田
、
福
元
、
百
田
、
宗
三
、

　
福
中
）

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
任
期　

農
業
委
員
会
が
委
嘱
し

　
た
日
か
ら
令
和
２
年
10
月
31
日

　
ま
で

▽
報
酬　

２
５
、０
０
０
円（
月
額
）

▽
選
任
方
法　

推
薦
を
受
け
た
者

　
お
よ
び
応
募
し
た
者
の
中
か
ら

　
選
定
し
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱

　
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

所
定
の
推
薦
・
応

　
募
用
紙
（
個
人
推
薦
・
団
体
推

　
薦
・
応
募
（
自
薦
）
の
い
ず
れ

　
か
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

  

環
境
フ
ェ
ス
タ

  

in 

せ
と
う
ち

  
農
地
利
用
最
適
化
推
進

  
委
員
を
募
集
し
ま
す

問

問
応

  楽   しく仕事体験！ 

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　邑久スポーツ公園で４月 27 日、仕事体験ができる「キ

ッズワークゆりいか in せとうち 2019」が開催されました。

これは、子どもたちが地元で働くことに魅力を感じ、将来、

地元企業に就職してもらおうと、ボランティア団体「せと

うちゆりいか」の主催で実施されたものです。

　会場には、市内の企業や病院などのブースが設置され、

子どもたちはさまざまな仕事を楽しみながら体験し、働く

ことへの理解を深めていました。仕事をした後は、各ブー

スで使える給与「ユリイカ」が支払われ、子どもたちは買

い物などを楽しんでいました。
たこ焼き屋の体験をする子どもたち

　
家
庭
の
こ
と
（
相
続
、
遺
言
、

離
婚
な
ど
）、借
金（
過
払
金
請
求
、

破
産
、
債
務
整
理
な
ど
）、
登
記

や
農
地
、
税
金
、
墓
地
や
墓
石
に

関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
何
で
も
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
１
人
30
分
以
内
で
予
約

優
先
で
す
。
予
約
が
な
い
場
合
、

長
時
間
お
待
た
せ
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

で
予
約
の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
６
月
15
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　
　

畑
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
７
０

問
予 相　

　

談

  

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士
な
ど

  

に
よ
る
合
同
無
料
相
談
会




